
　
◎
仏
橋
旧
長
岡
村
西
山
の
辺
り
か

ら
、
そ
の
南
を
流
れ
る
舟
入
川
を
渡

っ
て
、
南
北
に
大
変
長
い
包
末
部
落

の
ほ
ぼ
東
端
を
、
南
北
に
貫
通
し
永

田
へ
と
通
じ
て
い
る
市
道
が
あ
る
。

こ
の
道
は
昔
は
「
塩
の
道
」
と
い
わ

れ
、
前
浜
の
海
岸
で
採
れ
る
塩
を
北

部
山
間
集
落
に
運
ぶ
道
で
あ
っ
た
と

も
言
わ
れ
る
。

　
こ
の
市
道
と
岩
村
の
ほ
ぼ
真
ん
中

を
東
西
に
区
切
る
農
免
道
路
と
の
交

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、北
東
方
面
か
ら
、

南
西
方
向
に
流
れ
る
川
と
交
差
す

る
。
（
写
真
１
）
東
西
農
免
道
路
側

の
橋
も
、
南
北
市
道
側
の
橋
も
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
み
で
欄
干
も
な
く
、
ま

た
下
を
流
れ
る
川
も
三
面
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
味
気
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
橋
は「
仏
橋
」
と
呼
ば

れ
、
流
れ
る
川
は
こ
の
橋
よ
り
上
流

を
井
流
本
川
（
ゆ
る
も
と
が
わ
）
と

い
い
、
こ
の
橋
よ
り
下
流
を
仏
川
と

い
っ
て
何
か
い
わ
く
あ
り
げ
で
あ

る
。
さ
て
、
岩
村
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

（
Ⅲ
）
で
述
べ
た
津
野
神
社
に
つ
い

て
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
し
て
欲
し
い

が
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
元

親
は
天
生
十
四
年
戸
次
川
の
戦
い
で

長
男
信
親
を
失
い
、
跡
継
ぎ
を
次
男

三
男
を
飛
び
越
し
て
溺
愛
し
て
い
た

四
男
盛
親
に
し
た
か
っ
た
。
次
男
親

和
は
、
相
続
を
巡
る
紛
争
を
苦
に
し

て
病
死
、
三
男
親
忠
は
家
督
を
没
収

さ
れ
岩
村
の
孝
山
寺
に
幽
閉
さ
れ

た
。
長
宗
我
部
を
継
い
だ
盛
親
は
、

秀
吉
、
元
親
没
後
の
慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇
）
の
徳
川
と
豊
臣
の
天
下
分

け
目
の
戦
い（
関
が
原
の
戦
い
）
で
、

西
軍
に
属
し
て
敗
れ
た
。

　
盛
親
は
、
徳
川
家
康
に
詫
び
を
入

れ
土
佐
一
国
安
堵
を
狙
い
上
京
し
よ

う
と
し
た
が
、
そ
の
前
に
権
臣
久
武

内
蔵
助
の
た
く
ら
み
も
あ
り
、
親
忠

に
腹
を
切
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
盛

親
か
ら
の
切
腹
を
命
じ
る
使
者
が
切

腹
を
見
届
け
て
帰
る
途
次
、
検
死
の

た
め
西
方
か
ら
来
て
い
た
使
者
と
こ

の
橋
の
上
で
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
。

以
来
こ
の
橋
が
「
仏
橋
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。

た
だ
、
筆
者
は
い
つ
の
頃
誰
か
ら
聞

い
た
か
は
思
い
出
せ
な
い
が
こ
の
よ

う
な
話
の
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
井
川

本
流
の
上
流
、
東
金
地
の
中
島
千
浪

さ
ん
宅
の
西
の
の
岩
村
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
南
側
か
ら
包
末
に
通
じ
て

い
る
市
道
に
架
か
る
橋
（
欄
干
が
あ

る
わ
け
で
な
く
橋
の
名
前
も
わ
か
ら

な
い
）
を
確
か「
な
み
だ
橋
」
と
い
う

と
聞
い
た
。

　
こ
れ
は
親
忠
に
切
腹
を
命
じ
た
盛

親
か
ら
の
使
者
が
、
切
腹
を
見
届
け

西
方
に
帰
る
途
中
、
翻
意
し
た
盛
親

が
「
そ
の
儀
に
お
よ
ば
ず
」
（
切
腹

の
必
要
な
し
）
と
し
て
送
っ
た
使
者

と
こ
の
橋
の
上
で
ば
っ
た
出
会
い
、

今
一
歩
の
遅
れ
で
取
り
返
し
の
つ
か

な
く
な
っ
た
事
を
嘆
い
て
、
手
を
取

り
合
っ
て
泣
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
な
み
だ
橋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◎
包
末
城
跡
（
写
真
２
）

　
久
礼
田
か
ら
浜
改
田
ま
で
の
南
北

の
農
免
道
路
（
こ
れ
は
包
末
の
辺
り

か
ら
浜
改
田
ま
で
の
南
北
一
直
線

は
、
旧
香
美
郡
と
長
岡
郡
の
境
界
で

あ
る
）
と
東
西
の
農
免
道
路
の
交
差

点
か
ら
北
に
百
メ
ー
ト
ル
余

り
行
っ
た
東
側
に
、
包
末
城

跡
と
い
わ
れ
る
土
塁
が
あ

る
。
南
国
市
内
の
吉
田
城
、

久
礼
田
城
、
立
田
城
、
八
木

城
、
岩
村
城
等
と
共
に
、
土

居
城
で
あ
る
が
、
城
主
は
誰

で
あ
っ
た
か
等
全
く
詳
し
い
事
は
不

明
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
◎
練
習
機
「
白
菊
」
空
中
衝
突
事

故
慰
霊
碑
包
末
部
落
の
北
西
部
、
南

北
の
農
免
道
路
か
ら
田
圃
を
隔
て
て

東
に
、
練
習
機
「
白
菊
」
の
空
中
衝

突
事
故
慰
霊
碑
（
写
真
３
）
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。

　
太
平
洋
戦
争
も
、
既
に
負
色
の
見

え
始
め
た
昭
和
十
九
年
十
月
十
四

日
、
高
知
海
軍
航
空
隊
の
練
習
機
二

機
が
訓
練
中
接
触
事
故
を
起
こ
し
、

こ
の
場
所
の
北
東
約
五
十
メ
ー
ト
ル

の
所
と
、
も
う
一
機
は
松
本
部
落
の

北
西
部
の
２
箇
所
に
墜
落
し
、
乗
っ

て
い
た
十
二
名
の
若
者
が
全
員
死
亡

と
い
う
痛
ま
し
い
こ
と
が
起
こ
っ

た
。

　
室
戸
岬
―
高
知
農
業
学
校
―
足
摺

岬
の
三
点
を
結
ぶ
三
角
形
が
訓
練
空

域
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
両
機

と
も
僅
か
に
コ

ー
ス
を
外
れ
、

見
張
り
不
十
分

も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

写真1（仏橋）

写真2（包末城後）

写
真
３
（
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碑
）
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